
1-1　R3年度納付金算定（北海道算定） 北海道において、2回目の仮係数による算定を実施 1-2　検証及び改定案算定（北広島市算定）

※R2.11.14北海道から通知 ※R2.12.23北海道から通知 ※R3.1.15北海道から通知

② ③（①-②） ⑤ ⑥（④-⑤） ⑧ ⑨（⑦-⑧） ⑫ ⑬（⑪-⑫）

総額 1,268,973千円 0千円 1,221,407千円 21,874千円 1,199,533千円 21,876千円 1,184,717千円 1,105,210千円 0千円

被保険者数 11,698人 11,698人 11,698人 11,698人 11,698人 11,698人 11,698人 11,698人 0人

1人当たり 108,477円 0円 104,412円 1,870円 102,542円 1,870円 101,275円 94,479円 -1円

14,334 償還

標準割合 北広島市割合 標準割合 北広島市割合 40,610 延滞

所得割 7.92% 7.69% 7.77% 7.53% 28,563 積立 0.00％ 0.0％

均等割 25,696円 24,566円 25,184円 24,078円 0円 0.0％

平等割 27,105円 27,387円 26,565円 26,844円 -4,000 還付 0円 0.0％

所得割 2.59% 2.63% 2.46% 2.49% 0.00％ 0.0％

均等割 8,563円 7,406円 8,137円 7,035円 0円 0.0％

平等割 9,033円 9,898円 8,583円 9,403円 0円 0.0％

所得割 1.74% 1.91% 1.71% 1.89% 0.00％ 0.0％

均等割 7,903円 8,406円 7,818円 8,294円 0円 0.0％

平等割 6,156円 4,224円 6,090円 4,167円 0円 0.0％

所得割 12.25% 12.23% 11.94% 11.91% 0.00％ 0.0％

均等割 42,162円 40,378円 41,139円 39,407円 0円 0.0％

平等割 42,294円 41,509円 41,238円 40,414円 0円 0.0％

２-1　Ｒ4年度納付金算定（北海道算定） 2-2　北海道による激変緩和措置

※Ｒ3.11.15北海道から通知  激変緩和措置の対象

 　①Ｒ3から国交付額により追加対象市

 　・Ｒ3年度　 円

⑮ ⑯（⑭-⑮）  　・Ｒ4年度 円

総額 10,938千円 1,196,314千円  　・Ｒ5年度 円

被保険者数 11,505人 11,505人 3年間のみで、Ｒ6以降は激変緩和措置はない。と見込まれる。

1人当たり 951円 103,982円

２-3　Ｒ4年度納付金算定の前年度比較

（１）Ｒ4年度仮係数とＲ3年度仮係数（2回目）の比較

標準割合 北広島市割合 Ｒ3仮係数②

所得割 8.06% 7.68% ⑥

均等割 25,963円 22,600円 1,199,533千円

平等割 26,418円 25,600円 11,698人

所得割 2.59% 2.58% 102,542円

均等割 8,516円 6,700円

平等割 8,665円 9,100円

所得割 1.80% 2.10%

均等割 8,176円 8,200円

平等割 6,345円 4,200円

所得割 12.45% 12.36%

均等割 42,655円 37,500円

平等割 41,428円 38,900円

審議事項（１）北広島市国民健康保険税率の改定について

R2年11月　仮係数1回目 R2年12月　仮係数2回目 R3年1月　確定係数

保険税負担

した場合
不足額 増減率

① ④ ⑦ ⑩ ⑪（⑨+⑩） ⑬/⑫

1,221,407千円

激変緩和前 激変緩和額
保険税

収納必要額

市町村個別歳入

歳出の加算減算

市積算保険税

収納必要額

R2税率

収納見込み額
激変緩和前 激変緩和額

保険税

収納必要額
激変緩和前 激変緩和額

保険税

収納必要額

1,221,407千円 1,206,593千円 ▲79,507千円 1,105,210千円 0.0％

11,698人 11,698人 11,698人 11,698人 11,698人

標準保険税率 標準保険税率 Ｒ3年度

改定税率
Ｒ3-Ｒ2 増減率

－

104,412円 104,412円 103,145円 ▲6,797円 94,478円 ▲0.0％

【賦課割合】所得割の比率を高める

　　　　　　→　低所得者の負担軽減

医療分

7.68%

22,600円 標準保険税率 改定案税率

25,600円

応能割

44％

所得割

44％
応能割

45％

所得割

45％
後期分

2.58%

6,700円

9,100円

介護分

2.10%

応益割

56％

均等割

34％

8,200円

応益割

55％

均等割

30％
4,200円

合計

12.36%

37,500円 平等割

22％

平等割

25％38,900円

21,874,394

10,937,997

Ｒ3年11月　仮係数

激変緩和前 激変緩和額
保険税

収納必要額

⑭

後期分

介護分

合計

医療分

1,207,252千円

11,505人

104,932円

標準保険税率

総額

被保険者数

1人当たり

保険税負担

した場合

1,264,336千円

11,505人

109,894円

3,645,732

▲193人

1,440円

(⑯-⑥)/⑥

▲0.27％

▲1.65％

1.40％

比較Ｒ4仮係数

⑯

1,196,314千円

11,505人

103,982円

⑯-⑥

▲3,219千円

保健事業費を一般会計

繰入金で負担することで

1人当たり4,065円減額

軽減対策１ 軽減対策２

市町村個別の歳入歳出の取扱い（⑩）

■令和3年度の算定では、全道で積算方法を

統一して保険税収納必要額を算出（⑨）。

⇒市において別途加算減算を実施（⑩）

⇒市積算による保険税収納必要額（⑪）を算

出し、これをもとに改定案税率を算出。

軽減対策２

保健事業費を一般会計

繰入金で負担することで

1人当たり4,962円減額

軽減対策１

激変緩和措置

【自然増・単年方式】

でＲ3から国交付額によ

り追加対象市となる。

軽減対策（道）

算定上、H30の北海道か

らの貸付金に対する償還

財源確保のため、14,333

千円（1人当たり1,245

円）が上乗せされているが、

すでに財源を確保している

ため実際には上乗せ不要。

－１－                                  

 


